
　このたび木祖村ではじめてとなる「源流の里 木祖村景観計画」を
策定いたしました。木祖村の自然と環境を守り、歴史や文化を大切にし、
産業を育み、若者が喜んで住めるむらづくりを進めるため、これまでの活
動をさらに発展させ、みなさんと一緒に美しい源流の里をつくりましょう。
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・景観づくりに対する村民への意識啓発活動
・公共事業における景観への配慮とチェック体制の整備
・村民や学識経験者、専門家による木祖村景観形成推進委員会の立ち上げなど
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 「源流の里 木祖村景観計画」は、木曽川源流の里にふさわしい自然や文
化、歴史があふれる景観を守り育み、次の世代に豊かな環境を引き継ぎ、活
力のある村を目指すための計画であり、景観法第8条の「良好な景観の形
成に関する計画」に位置づけられます。
 「源流の里 木祖村景観計画」では、木祖村の景観の特性や課題を明ら
かにし、良好な景観の形成を推進するための基本方針や、重点的に推進す
るべき整備項目などを定めています。また、村民、事業者、滞在者といった村に
関わるひとびと全てが、木祖村の良好な景観形成の主体であることを認識
し、各々の恊働による良好な景観の形成を実現することができるよう、取り組み
体制についても定めています。
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平成24年度　景観に関する住民アンケート　実施：景観計画策定専門部会

・美しい景観づくりに対する理解や活動
・家の周りや地域の環境美化活動への参加
・周囲に調和する住宅の配慮

・美しい景観づくりに対する理解や活動
・事務所、工場、看板の景観に対する配慮
・周囲に調和する建物の配慮
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整備方針

●国、県、木曽広域連合との連
携の中で、木祖村の特徴ある道
の景観を考えます
●看板や建物、構造物は、木や
水などの美しい自然風景との調
和を図ります
●街道文化と人々の生活を大切
に、活気ある生活を演出する道を
考えます

笹川沿いの県道奈川木祖線

整備方針

●歴史の中で育まれた、町割り・
地割りの構成単位を現代の生活
に活かします
●建物の素材や形態は、木祖村
の原風景を大切にデザインします
●集落ごとに、景観を育てるコ
ミュニティやルールづくりを考える
場を大切にします

藪沢沿いの集落と鉄道

整備方針

●伝統産業とともに、あらたな産
業を考えながら、森林資源を活用
します
●里山や林などを美しく維持して
いくための担い手を育てます
●村全体の風景をイメージしなが
ら、花や木を育て潤いと彩りある
景観をつくります

あやめ公園池周辺のハナモモ

整備方針

●「木曽川源流の里」として、豊
かな森とともに、清らかな水を大
切にします
●湧水やせせらぎなど、生活とと
もにある「水の風景」を育みます
●奥木曽湖や水木沢天然林な
ど、新たな産業として水と親しむ
場面を考えます

奥木曽湖

放置された車や資材・ゴミ 25名
使われなくなった看板 31名
使われなくなった工場 45名
人が住まなくなった空家 48名

景観計画では、景観デザインのための
アイディア集も紹介しています！Next

それは？

は、景観推進イメージのポイントを示し
ています。詳しくは、「源流の里 木祖村
景観計画」をご覧ください。
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